
議
会
だ
よ
り

【
３
月
定
例
会
～
令
和
２
年
度
予
算
～
】　

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
 　
　
　
　
　
　
２

【
予
算
特
別
委
員
会
】　

町
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク
！
 
　
　
４

【
一
般
質
問
】　

４
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

【
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
】　

地
域
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
 　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
六

戸
町

観
光

協
会

が
主

催
し

た
「

平
成

28年
度

第
5

回
桜

フ
ォ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

」
で

銅
賞

を
受

賞
し

た
作

品
を

紹
介

し
ま

す
。

（
撮

影
者

：
附

田
日

出
行

さ
ん

）
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
で

外
出

自
粛

中
の

皆
さ

ん
に

舘
野

公
園

の
桜

風
を

お
届

け
し

ま
す

。
　

子
ど

も
達

が
元

気
に

遊
べ

る
日

が
早

く
来

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。

№
104

令
和

２
年

５
月

１
日

発
行

桜
風
と
遊
ぶ



　

３
月
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら

12
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特
別
会

計
の
令
和
２
年
度
予
算
や
、
条
例

の
改
正
や
平
成
31
年
度
各
会
計
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
21
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
集

中
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

令和２年５月１日発行　2桜は植物学では、バラ科 – サクラ亜 - サクラ属に分類され、北半球の温帯、特にアジア中心に分布。　日本の桜の原種は９種類で、変種も合わせ100種類程の野生の桜。野生の桜を交配した「園芸品種」（里桜）と「野生種」（山桜）合計で600種。

町に入るお金 歳 入

一般会計
55億4500万円

町 税
13億6566万円

繰入金
3億2165万円

分担金及び負担金
2369万円

使用料及び手数料
3542万円

国・県支出金
13億3544万円

町 債
2億1420万円

地方交付税
18億7789万円

その他
（財産収入・寄附金・繰越金）
2994万円

その他（交付金・譲与税）
3億324万円

持続可能な地域社会を目指して

消防費

令
和
２
年
度
予
算

諸収入 3783万円

消防団屯所改修工事（第３分団）折茂新田
小型動力ポンプ付積載車購入（第２分団）上吉田

535万円
町の農産物ＰＲや、
若手農業者の支援を行います。

古くなった街路灯をＬＥＤ灯へ交換して官庁街線を明るくし、
消費電力を抑えます。

土木費

官 庁 街 線
街路灯LED
灯交換工事

災害に強いまち
づくりのために
防災体制の確立
を目指します。

商工費

ろくのへ
ブランド
推進事業

主要事業を
わかりやすく
お知らせします！
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桜特集

桜は植物学では、バラ科 – サクラ亜 - サクラ属に分類され、北半球の温帯、特にアジア中心に分布。　日本の桜の原種は９種類で、変種も合わせ100種類程の野生の桜。野生の桜を交配した「園芸品種」（里桜）と「野生種」（山桜）合計で600種。桜の種類と分布

特別会計予算額（単位：万円）
国 民 健 康 保 険 事 業 12億6540
下 水 道 事 業 5億7839
農 業 集 落 排 水 事 業 1億3586
介 護 保 険 事 業 15億1509
後 期 高 齢 者 医 療 1億4270
国民健康保険診療所事業 4億8081
合 計 41億1825

使いみち歳 出

一般会計
55億4500万円

民生費
19億2388万円

総務費
7億7423万円

教育費
6億7989万円

土木費
4億9781万円

公債費
4億6150万円

衛生費
4億1338万円

農林水産業費
3億5420万円

その他
4億4009万円

持続可能な地域社会を目指して
令
和
２
年
度
予
算

衛生費

令和２年度一般会計予算額

55億4500万円

総務費

教育費

体育館の外壁を改修。今年度で改修工事が完了します。

総合体育館の
大規模改修
（第Ⅲ期工事）

700万円 ブランド牛の血統を持つ牛を導入し、
肉牛の価値を上げます。

農林水産
業費

黒 毛 和 種
繁殖雌子牛
導入支援事業

748万円若者定住促進のために、若者夫婦世
帯に対する家賃を補助します。

若者の定住
支 援 事 業

安心して出産・子育てができるよう
支援します。

ハイリスク
妊 産 婦 の
ア ク セ ス
支 援 事 業

40万円
140万円
特 定 不 妊
治療費助成



一
般
会
計

歳

入

町
民
税
増
額
の
理
由

問　
下
田
敏
美
委
員

　
農
業
所
得
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
町
民
税
の
増

額
見
込
み
に
誤
り
は
な
い
か

答
　
吉
田
税
務
課
長

　
農
業
所
得
の
下
落
幅
よ
り

給
与
所
得
の
増
加
の
割
合
が

高
い
と
見
込
み
、
全
体
で
は

増
額
す
る
と
み
て
い
ま
す
。

歳

出

公
金
の
収
納

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
平
成
31

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る

が
、
納
付
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

答
　
吉
田
会
計
管
理
者

　
平
成
30
年
度
と
比
べ
る
と

会
計
課
窓
口
や
口
座
振
替
で

の
納
付
件
数
は
減
っ
て
い
ま

す
。

答　
吉
田
税
務
課
長

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数
割

合
は
収
納
全
体
の
約
27
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト

問　
長
根
一
男
委
員

　
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

定
住
自
立
圏
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
活
動
と
は

答
　
円
子
企
画
財
政
課
長

　
こ
れ
ま
で
は
各
市
町
村
で

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
度
は
関
係
市
町
村
を

ま
と
め
て
１
ヶ
所
で
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。
今
後
は
、
青
森
県
が
組

織
し
て
い
る
「
あ
お
サ
ポ
」

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　
杉
山
茂
夫
委
員

　
ふ
る
さ
と
基
金
の
40
万
円

の
内
訳
は

答
　
円
子
企
画
財
政
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
１
０
０
万

円
の
う
ち
、
使
途
指
定
寄
付

60
万
円
を
見
込
み
、
残
り
40

万
円
を
ふ
る
さ
と
基
金
に
積

立
て
る
予
定
で
す
。

問　
杉
山
茂
夫
委
員

　
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
と
住
民
税
の
減
額
の
差

額
は

答
　
吉
田
税
務
課
長

　
町
外
か
ら
の
寄
付
額
が
約

１
５
０
万
円
、
町
民
が
他
の

自
治
体
に
寄
付
し
た
こ
と
に

よ
る
住
民
税
の
減
額
が
２
１

０
万
円
で
す
。
そ
の
差
額
は

約
60
万
円
で
す
。

町
民
バ
ス
の
運
行
委
託
料

問　
高
坂　
茂
委
員

　
町
民
バ
ス
運
行
費
が
１
７

０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い

る
理
由
は

答
　
川
村
総
務
課
長

　
長
期
契
約
の
入
札
結
果
が

大
幅
減
に
な
っ
た
た
め
、
そ

の
契
約
額
に
基
づ
い
て
、
予

算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

防
犯
灯
の
設
置
場
所

問　
長
根
一
男
委
員

　
高
森
地
区
か
ら
小
松
ケ
丘

地
区
に
通
ず
る
道
路
が
暗
い

た
め
、
防
犯
灯
を
増
設
し
て

は答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
増
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

令和２年５月１日発行　4

予
算
特
別
委
員
会

※
「
あ
お
サ
ポ
」
と
は
…

あ
お
も
り
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
こ
と
。
独
身
男
女
の

出
会
い
の
場
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
提
供
し
、
出
会
い
の
場

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業

で
す
。

予算を
チェック

！

ヤマザクラ（山桜）・オオヤマザクラ（大山桜）・カスミザクラ（霞桜）・オオシマザクラ（大島桜）・   エドヒガン（江戸彼岸）・チョウジザクラ（丁字桜）・マメザクラ（豆桜）・タカネザクラ（嶺桜）・ミヤマザクラ（深山桜）

　令和２年度の一般会計、特別会計の予算を審査する予算
特別委員会 ( 久田伸一委員長・委員１１人 ) が、３月１０日、
１１日に開かれました。
　審査の結果すべて可決となりました。委員から出された
質疑を要約してお知らせします。

町民の
くらしを
支える



町
の
表
彰
審
議
会　

問　
苫
米
地
繁
雄
委
員

　
町
の
表
彰
基
準
に
町
民
名

誉
賞
を
設
け
て
は
ど
う
か

答
　
川
村
総
務
課
長

　
当
町
で
は
、
功
労
表
彰
と

善
行
表
彰
の
み
で
す
が
、
名

誉
町
民
等
に
つ
い
て
は
、
他

町
村
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

令
和
２
年
度
よ
り
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦

ア
ク
セ
ス
支
援
事
業

問　
種
市
正
孝
委
員

　
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
ア
ク

セ
ス
支
援
事
業
と
は

答
　
舘
福
祉
課
長

　
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
と
は
、

母
や
子
の
い
ず
れ
か
ま
た
は

両
方
に
重
大
な
病
気
等
が
予

想
さ
れ
る
妊
娠
を
さ
し
ま
す
。

そ
の
妊
産
婦
の
方
が
遠
方
の

病
院
へ
通
う
費
用
や
宿
泊
費

用
に
つ
い
て
補
助
を
す
る
事

業
で
、
何
度
か
通
院
し
た
場

合
で
も
上
限
額
を
５
万
円
と

す
る
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま

す
。シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の

補
助
金
額　
　
　
　

問　
高
坂　
茂
委
員

　
官
庁
街
通
り
の
除
草
作
業

等
の
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る

六
戸
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
補
助

金
を
増
額
し
て
は

答
　
舘
福
祉
課
長

　
情
報
交
換
を
し
た
う
え
で

増
額
の
有
無
を
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

森
林
環
境
基
金　

積
立
の
活
用
方
法

問　
松
橋
一
男
委
員

　
森
林
環
境
基
金
積
立
金
の

今
後
の
活
用
方
法
は

答
　
高
橋
産
業
課
長

　
現
在
は
準
備
段
階
で
積
み

立
て
の
み
で
す
。
今
後
、
町

の
森
林
・
山
林
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
お
こ
な
い
、
使

い
方
を
検
討
し
ま
す
。

優
良
牛
の
導
入
支
援

問　
長
根
一
男
委
員

　
黒
毛
和
種
繁
殖
雌
子
牛
導

入
支
援
事
業
の
補
助
と
は

答
　
高
橋
産
業
課
長

　
町
内
の
黒
毛
和
種
改
良
組

合
に
対
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

の
導
入
支
援
事
業
に
な
り
ま

す
。
上
限
に
つ
い
て
は
１
頭

当
た
り
70
万
円
で
、
４
割
を

補
助
し
ま
す
。
導
入
費
用
に

つ
い
て
は
導
入
者
と
十
分
に

協
議
し
た
上
で
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

春
ま
つ
り
の
開
催
中
止

問　
苫
米
地
繁
雄
委
員

　
春
ま
つ
り
の
開
催
を
中
止

し
た
理
由
は
。
ま
た
、
町
で

開
催
の
指
導
は
で
き
な
い
の

か答
　
高
橋
産
業
課
長

　
桜
の
開
花
時
期
と
春
ま
つ

り
の
開
催
時
期
が
か
け
離
れ

て
き
て
い
る
こ
と
と
、
ス
タ

ッ
フ
不
足
の
問
題
も
あ
り
、

観
光
協
会
の
総
会
で
中
止
と

決
ま
り
ま
し
た
。

　
公
園
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

建
設
下
水
道
課
の
許
可
が
あ

れ
ば
、
露
店
の
出
店
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
は
可
能
で
す
。

　
今
後
、
春
ま
つ
り
を
再
開

催
す
る
か
ど
う
か
は
観
光
協

会
と
協
力
し
て
態
勢
を
整
え

ら
れ
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

舘
野
公
園
の　
　

土
地
買
収
の
考
え

問　
下
田
敏
美
委
員

　
現
在
、
舘
野
公
園
を
年
間

４
０
０
万
円
で
借
り
て
い
る
。

借
り
る
の
で
は
な
く
、
土
地

を
買
収
し
た
ほ
う
が
町
の
財

政
に
有
益
で
は

答
　
吉
田
町
長

　
今
ま
で
の
歴
史
的
な
部
分

や
、
関
わ
り
あ
い
の
部
分
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
は
こ
の
ま
ま
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

問　
山
本　
実
委
員

　
ろ
く
の
へ
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
の
内
容
は

答
　
高
橋
産
業
課
長

　
首
都
圏
、
県
外
へ
の
農
産

物
Ｐ
Ｒ
や
六
戸
産
品
の
販
売
、

ま
た
若
手
農
業
者
支
援
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
道
舗
装
工
事

問　
山
本　
実
委
員

　
柳
沢
金
矢
線
舗
装
工
事
、

高
森
舘
野
線
舗
装
補
修
工
事

の
施
工
箇
所
は

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
柳
沢
金
矢
線
舗
装
補
修
工

事
は
、
来
年
度
、
約
４
０
０

㍍
の
施
工
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
高
森
舘
野
線
舗
装
補
修
工

事
は
、
消
防
署
か
ら
柳
沢
ま

で
の
区
間
で
約
３
０
０
㍍
の

工
事
を
し
ま
す
。

住
宅
管
理
費

問　
山
本　
実
委
員

　
除
草
業
務
と
町
営
住
宅
管

理
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務
の
内

訳
は

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
除
草
業
務
は
旧
舘
野
・
桜

ケ
丘
団
地
の
除
草
で
、
草
刈

り
２
回
分
の
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
町
営
住
宅
管
理
シ
ス
テ
ム

保
守
業
務
は
、
住
宅
使
用
料

を
徴
収
す
る
シ
ス
テ
ム
の
保

守
業
務
の
費
用
と
な
り
ま
す
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

生
活
習
慣
病
の
予
防
検
診

問　
杉
山
茂
夫
委
員

　
新
規
事
業
で
生
活
習
慣
病

予
防
検
診
が
あ
る
が
、
検
診

を
受
け
ら
れ
る
年
齢
は

答
　
舘
福
祉
課
長

　
30
歳
と
35
歳
が
新
た
に
生

活
習
慣
病
予
防
検
診
を
受
け

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
保
人
間
ド
ッ
ク

事
業
の
受
診
者　

問　
高
坂
茂
委
員

　
国
保
人
間
ド
ッ
ク
事
業
の

助
成
内
容
と
受
診
状
況
は

答
　
舘
福
祉
課
長

　
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診

費
用
を
町
が
一
部
助
成
し
、

40
歳
、
45
歳
、
55
歳
は
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
40
歳
か
ら
74
歳
は
自
己
負

担
が
７
千
円
で
受
診
で
き
ま

す
。
平
成
31
年
度
に
無
料
で

受
診
で
き
る
対
象
者
は
１
１

３
名
。
対
象
者
に
は
個
別
に

通
知
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

受
診
者
は
18
名
で
し
た
。

国
民
健
康
保
険

診
療
所
事
業

診
療
所
の
今
後

問　
山
本
実
委
員

　
六
戸
町
国
民
健
康
保
険
診

療
所
を
、
以
前
の
病
院
に
戻

す
考
え
は
あ
る
か

答
　
吉
田
町
長

　
国
が
公
的
医
療
機
関
の
再

検
証
を
し
、
縮
小
し
よ
う
と

し
て
い
る
流
れ
の
中
で
、
町

立
病
院
に
戻
す
と
い
う
認
識

は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。

病院から診療所に移行して３年が経過
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予
算
特
別
委
員
会
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＊
発
議
と
は
…

議
会
に
お
い
て
議
事
の
対
象
と

な
る
べ
き
問
題
を
提
出
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す

補
正
予
算

▽
一
般
会
計
２
４
６
８
万
円

を
減
額

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予

算
で
は
、
２
４
６
８
万
円
を

減
額
補
正
し
、
総
額
59
億
５

２
２
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
を
精
査
し
た
こ
と
に
よ

る
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

質

疑

▽
小
・
中
学
校
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ

構
築
事
業

問　
高
坂
茂
議
員

　
学
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

の
補
助
事
業
は
、
国
が
全
額

補
助
と
し
て
捉
え
て
い
い
の

か答
　
円
子
企
画
財
政
課
長

　
半
分
が
補
助
事
業
で
半
分

が
起
債
事
業
に
な
り
ま
す
。

▽
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
問　
長
根
一
男
議
員

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
が
５
１
８
万
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
そ
の
理
由
は

答
　
高
橋
産
業
課
長

　
新
規
で
２
名
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
１
名
に
な
っ

た
た
め
と
、
所
得
制
限
等
に

よ
り
満
額
支
給
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

人
事
案
件

▽
代
表
監
査
委
員

　
次
の
方
を
代
表
監
査
委
員

と
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
吉
田
　
透
　
さ
ん

（
川
原
新
田
地
区
）　
再
任

　
発
議
＊（
議
員
提
出
議
案
）

▽
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

　
六
戸
町
議
会
で
は
、
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
改
定
を
求

め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
大
臣
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　
日
米
地
位
協
定
は
、
締
結

以
来
一
度
も
改
正
さ
れ
て
お

ら
ず
、
平
成
30
年
７
月
に
開

催
の
全
国
知
事
会
で
、
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
を
含
む

米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提

言
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
知
事
会
は
提

言
の
な
か
で
、
日
本
の
国
内

法
を
米
軍
に
適
用
す
る
こ
と

や
、
事
件
・
事
故
時
の
立
ち

入
り
保
障
な
ど
を
明
記
す
る

こ
と
を
求
め
て
お
り
、
他
国

で
は
改
定
を
行
っ
た
後
、
低

空
飛
行
の
減
少
や
時
間
制
限

の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
沢
基
地
の
近
隣
市
町
村
で

も
、
騒
音
被
害
や
事
故
に
対

す
る
県
民
の
不
安
は
広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
へ
の

意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

契

約

▽
柳
沢
橋
架
替
工
事
内
容
変

更
　
橋
の
工
事
着
手
後
に
支
障

と
な
る
問
題
が
新
た
に
確
認

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
撤
去
費

用
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
増
額
で
す
。

・
契
約
先

　
㈱
佐
藤
建
設
工
業

（
改
正
前
）

・
金
額
１
億
１
８
８
０
万
円

（
改
正
後
）

・
金
額
１
億
２
３
５
８
万
円

令
和
２
年
11
月
に
開
通
予
定
の
柳
沢
橋

山本　実 議員

　令和2年4月14日の東奥日報朝刊と翌15
日のデーリー東北で報じられた「六戸町議
が虚偽投稿」の記事について、議長、副議
長、議会運営委員長、総務常任委員長、産
業民生常任委員長で協議した結果、4月20
日、議長より山本実議員に対し、文書で注
意がなされた。

　ウェブサイトにある匿名掲示板サイトに
投稿した行為そのものが、町議会基本条例
第1６条の「倫理性を常に自覚し行動しなけ
ればならない」に反しており、町議会、町、
町民に多大な迷惑をかけたものであり、大
変遺憾である。よって、ここに文書での厳
重注意をするものである。
　今後、二度とこのようなことがないよう
に十分注意されることを強く求める。

注意処分報告

内　　容

監査業務を行う代表監査委員（左）

令和２年５月１日発行　6桜の名所の８割に植えられる、日本を代表する桜で、江戸彼岸と大島桜を交配させて  人工的に作った説が有力。葉よりも先に花が咲き大きな花びらで、満開時は木全体がピンク色に染まる。開花時期は３～4月頃

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
５
回
町
議
会
定
例
会

（
～
10
日
）

10
日　

議
会
広
報
委
員
会

13
日
＊
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事

会
及
び
各
種
大
会
報
告

会

16
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

25
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

議
場
大
掃
除

５
日　

町
消
防
出
初
式

６
日　

町
功
労
者
表
彰
式
並
び

に
町
民
新
年
祝
賀
会

９
日   

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

24
日
＊
郡
町
村
議
会
議
長
会
第

４
回
定
例
会（
東
北
町
）

29
日
＊
第
75
回
国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競

技
会
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
競
技
会
「
開
始
式
」

（
八
戸
市
）

２
日
＊
第
44
回
新
春
芸
能
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
発
表
会

４
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

６
日
＊
町
教
育
を
語
る
会

８
日　

総
務
常
任
委
員
会
に
よ

る
町
民
と
の
意
見
交
換

会

15
日　

町
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式

　
　
　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

に
よ
る
町
民
と
の
意
見

交
換
会

18
日
＊
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激

励
会
（
三
沢
市
）

26
日
＊
県
町
村
議
会
議
長
会

「
第
70
回
定
期
総
会
」

（
青
森
市
）

27
日　

総
務
常
任
委
員
会

＊
印
は
議
長
の
み
出
席

議
会
の
う
ご
き
（
令
和
元
年
12
月
～
令
和
２
年
２
月
）

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

３
月
定
例
会



一 般 質 問
次のページは

　３月定例会の4日目に一般質問が行われ、
盛田嘉彦議員、松橋一男議員、高坂茂議員、
種市正孝議員の4人が登壇しました。
　一般質問は、３月、６月、９月、12月に
行われる定例会において、議員が町の施策
の状況や将来の方針などについて、問いた
だしたりすることをいいます。

質問者と内容

①新型コロナウイルス感染症の対応策は
②六戸高校の跡地利用について
③六戸高校の事業を支援する考えは

8ページ

①がん検診について
②町職員の採用に障がい者の雇用状況を問

う

9ページ

松
まつ

橋
はし

一
かず

男
お

議員

盛
もり

田
た

嘉
よし

彦
ひこ

議員

①災害時の生活弱者の避難対策を問う
②小・中学生のスマートフォン・タブレッ

トの所有実態と指導体制を問う
③小・中学校の学区を見直しては
④大曲小学校のグラウンドの改修と拡幅に

ついて

10ページ

高
こう

坂
さか

　茂
しげる

議員

種
たね

市
いち

正
まさ

孝
たか

議員

①定住促進支援事業の次年度以降の計画は
②子育て支援に出産祝い金制度の検討を
③診療所における外来患者の減少の要因と

今後の運営方針を問う

11ページ
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議案
番号 議　　案　　名

採
決
の
賛
否

審
査
結
果

採　

決　

日

議案① 青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に
関する計画の一部変更に係る協議

全

員

賛

成

可　
　
　

決

３
月
12
日

議案②
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約
の変更

議案③
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係法律の整備に関する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条例案

議案④ 六戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正

議案⑤ 六戸町子ども医療費助成条例の一部改正
議案⑥ メイプルふれあいセンター設置条例の一部改正

議案⑦ 平成31年度六戸町一般会計補正予算（第4号）
（2468万円減額補正）

３
月
６
日

議案⑧ 平成31年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）（15万円減額補正）

議案⑨ 平成31年度六戸町下水道事業特別会計補正予算
（第4号）（58万円減額補正）

議案⑩ 平成31年度六戸町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第３号）（125万円減額補正）

議案⑪ 平成31年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算
（第4号）（3143万円減額補正）

議案⑫ 平成31年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）（86万円減額補正）

議案⑬ 平成31年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会
計補正予算（第３号）（653万円減額補正）

議案⑭ 令和２年度六戸町一般会計予算
（55億4500万円、前年度より３億9100万円減）

３
月
12
日

議案⑮ 令和２年度六戸町国民健康保険事業特別会計予算
（12憶6540万円、前年度より4143万円増）

議案⑯ 令和２年度六戸町下水道事業特別会計予算
（5憶7839万円、前年度より２憶7353万円増）

議案⑰ 令和２年度六戸町農業集落排水事業特別会計予算
（1憶3586万円、前年度より346万円増）

議案⑱ 令和２年度六戸町介護保険事業特別会計予算
（15億1509万円、前年度よ1527万円増）

議案⑲ 令和２年度六戸町後期高齢者医療特別会計予算
（1億4270万円、前年度より1818万円増）

議案⑳ 令和２年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会
計予算（4億8081万円、前年度より2888万円増）

議案㉑ 工事の請負契約の変更（478万円増額）

同意① 六戸町監査委員の選任につき同意を求めること 
（吉田 透氏＝川原新田、再任）

全員
起立 同意

陳情① 日米地位協定の抜本改定を求める陳情書 全員
賛成

採択
発議① 日米地位協定の抜本改定を求める意見書提出 可決

ほかにはこれも 議審 しました

トピックス
桜特集

桜の名所の８割に植えられる、日本を代表する桜で、江戸彼岸と大島桜を交配させて  人工的に作った説が有力。葉よりも先に花が咲き大きな花びらで、満開時は木全体がピンク色に染まる。開花時期は３～4月頃ソメイヨシノ（染井吉野）



一
般
質
問

令和２年５月１日発行　8

新型コロナウイルス感染症の
対応策は

自粛しながら暮らすことが大切 ― 町長

盛
もり

田
た

 嘉
よし

彦
ひこ

議員

問　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
て
当
町
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講

じ
て
い
る
の
か

町
長　
庁
内
に
お
い
て
連

絡
会
議
を
開
催
し
、

情
報
共
有
や
感
染
予
防
対
策

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
対
応
策
と
し
て
、
町
管
理

施
設
へ
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
の
設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
町
民
へ
の
情
報
提
供

と
注
意
喚
起
を
促
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
、
会
議
等
の
縮
小
、

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
自
ら
の
防
護
策
と

し
て
自
粛
し
な
が
ら
暮
ら
す

こ
と
が
一
番
大
切
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

問　
残
り
３
年
間
で
閉
校

が
決
ま
っ
て
い
る
六
戸

高
校
。
そ
の
跡
地
利
用
を
町

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

町
長　
六
戸
高
校
は
県
の

財
産
で
あ
り
、
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
県
が
検
討

を
行
い
、
県
で
利
用
し
な
い

場
合
、
市
町
村
に
対
し
利
用

が
可
能
か
照
会
す
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

さつき沼ビオトープ事業への協力は

積極的に支援していきたい ― 町長

問　
六
戸
高
校
で
は
昨
年

か
ら
「
さ
つ
き
沼
ビ
オ

ト
ー
プ　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
自
然
教
育
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
振
興
、
観
光

振
興
と
し
て
も
価
値
が
あ
る

と
思
う
が
、
支
援
す
る
考
え

は町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
見
て
大
切
な
事

業
と
捉
え
、
町
と
し
て
も
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
「
さ
つ
き
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
」

と
は
…

舘
野
公
園
全
体
の
生
態
系
を
正

し
な
が
ら
、
よ
り
魅
力
あ
る
公

園
へ
と
再
生
さ
せ
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
町
民
の
方
々
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
さ
つ
き
沼

の
水
抜
き
を
し
て
外
来
魚
を
駆

除
、
蛍
・
水
鳥
・
昆
虫
な
ど
生

き
物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

江戸彼岸の一品種で枝が垂れていて、別名「糸桜」。京都府を代表する花で、ピンク色が濃いの  で鮮やかな印象。江戸彼岸は寿命が長く、日本三大桜の福島県の三春滝桜は、樹齢2000年と推定。開花時期は4～5月頃

六
戸
高
校
の
跡
地
利
用
は

小
中
一
貫
校
を
検
討
へ
―
町
長

問　
六
戸
小
・
中
学
校
の

校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
教
育
施
設
に
関
し

て
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か

町
長　
町
と
し
て
は
将
来

に
向
け
た
教
育
施
設

の
在
り
方
を
模
索
、
検
討
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
に
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
小
中
一
貫
校
の
よ

う
な
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

令和５年３月に閉校する六戸高校
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国の指針外の検診を行う理由は
検査するに越したことはない ― 町長

問　
が
ん
検
診
の
対
象
部

位
等
の
検
診
内
容
は

福
祉
課
長　

40
歳
以
上
の

方
に
は
、
胃
部

の
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
よ
る

胃
が
ん
検
診
。
胸
部
の
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
に
よ
る
肺
が
ん

検
診
。
便
潜
血
検
査
で
の
大

腸
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
20
歳
以
上
の
偶
数
歳
の
女

性
に
は
、
子
宮
頸
部
細
胞
診

検
査
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
検

診
。
あ
わ
せ
て
40
歳
以
上
の

偶
数
歳
の
女
性
に
は
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
に
よ
る

乳
が
ん
検
診
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
50
歳
以
上
の
男
性
に
は
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
の
前
立
腺

が
ん
検
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
前
立
腺
が
ん
は
国
の

指
針
に
入
っ
て
い
る
か

福
祉
課
長　
国
の
指
針
に

は
入
っ
て
お
り

ま
せ
ん
し
、
推
奨
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

問　
全
て
の
検
査
を
や
れ

ば
肉
体
的
負
担
も
費
用

も
発
生
す
る
。
前
例
を
踏
襲

し
て
検
査
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
毎
年
見
直
す
の
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

推
奨
さ
れ
て
い
な
い
検
査
を

行
う
理
由
は

福
祉
課
長　
平
成
15
年
頃

か
ら
が
ん
検
診

を
始
め
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
死
亡
率
、
罹
患
率

が
グ
ラ
フ
を
見
る
と
上
が
っ

て
き
て
い
る
状
況
を
見
て
、

や
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
判
断
で
始
め

て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
推
奨
さ
れ
て
い
な

い
検
診
で
す
の
で
メ
リ
ッ
ト
、

松
まつ

橋
はし

 一
かず

男
お

議員

デ
メ
リ
ッ
ト
等
の
説
明
が
若

干
不
足
し
て
い
た
の
で
は
と

い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。

町
長　
人
間
ド
ッ
ク
や
他

検
診
に
お
い
て
も
、

前
立
腺
の
マ
ー
カ
ー
を
気
に

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。
本

人
の
希
望
で
検
査
す
る
、
一

つ
の
目
安
と
し
て
や
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
検
査
す
る

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
私
は
捉
え
て
い

ま
す
。

問　
障
が
い
者
の
実
質
雇

用
率
が
昨
年
に
続
き
ゼ

ロ
だ
っ
た
の
は
、
当
町
を
含

む
３
町
村
と
あ
っ
た
が
雇
用

状
況
は

町
長　
平
成
30
年
度
は
１

名
、
令
和
元
年
度
は

１
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
残
念
な
が
ら

採
用
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
本
年
４
月

か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
募
集
に
つ
き
ま
し
て
も
、

障
が
い
者
枠
を
設
け
ま
し
た

が
、
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

問　
ほ
か
の
市
町
村
で
は
、

障
が
い
者
を
雇
用
し
て

い
る
。
町
の
採
用
基
準
が
高

い
の
で
は
な
い
か

町
長　
私
ど
も
と
し
て
は
、

障
が
い
者
を
云
々
と

い
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
業
務
を
行
う
に

お
い
て
、
一
定
的
な
部
分
の

も
の
を
や
れ
る
方
が
ベ
ス
ト

で
は
な
い
の
か
と
い
う
ふ
う

に
考
え
ま
す
。

障がい者を雇用する予定は

募集するも採用に至らず ― 町長

トピックス
桜特集

江戸彼岸の一品種で枝が垂れていて、別名「糸桜」。京都府を代表する花で、ピンク色が濃いの  で鮮やかな印象。江戸彼岸は寿命が長く、日本三大桜の福島県の三春滝桜は、樹齢2000年と推定。開花時期は4～5月頃シダレザクラ（枝垂桜）

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
前
に
停
ま
る

検
診
バ
ス
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災害時の生活弱者への対策は
具体的な避難方法を順次整備 ― 町長

高
こう

坂
さか

　茂
しげる

議員

問　
災
害
時
に
お
け
る
高

齢
者
及
び
障
害
者
（
生

活
弱
者
）
の
避
難
対
策
は

町
長　
生
活
弱
者
等
、
自

力
で
避
難
が
難
し
い

と
思
わ
れ
る
方
を
、
避
難
行

動
要
支
援
者
と
し
、
名
簿
の

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と

相
談
を
行
い
具
体
的
な
方
法

に
つ
い
て
、
整
備
し
た
い
。

総
務
課
長　
一
般
の
方
は

総
合
体
育
館
、

高
齢
者
の
方
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
あ
る
文
化
ホ
ー
ル
、
妊

産
婦
の
方
は
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
な
ど
考
え
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

福
祉
課
長　
障
が
い
者
等

は
福
祉
避
難
所

と
し
て
、
町
内
の
施
設
と
協

定
を
結
び
、
避
難
先
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問　
日
常
介
護
に
お
け
る

緊
急
時
の
避
難
先
を
確

保
で
き
な
い
か

町
長　
現
時
点
の
介
護
施

設
状
況
で
は
、
受
け

入
れ
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

他
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い

る
緊
急
的
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
事
例
を
参
考
と
し
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
当
町
の
中
学
校
3
年

生
と
小
学
校
6
年
生
に

お
け
る
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
は

教
育
長　
小
学
校
で
は
国

語
、
算
数
と
も
全

国
・
県
平
均
正
答
率
を
下
回

っ
て
お
り
、
中
学
校
で
は
国

語
は
全
国
・
県
平
均
正
答
率

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

数
学
、
英
語
は
下
回
っ
て
い

ま
す
。

問　
小
・
中
学
生
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
所
有
実
態
と
教
育
現

場
で
の
指
導
体
制
は

教
育
長　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
所
有
率
は
小

学
生
全
体
で
17
・
３
％
、
中

学
生
全
体
で
53
・
１
％
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
所
有
率
は
小
学

生
全
体
で
17
・
６
％
、
中
学

生
全
体
で
26
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
指
導
体
制
は
学

校
へ
の
持
ち
込
み
は
禁
止
と

し
て
お
り
、
Ｎ
Ｏ
ネ
ッ
ト
デ

ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し
た

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
お
り
、

家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
適
切

な
利
用
に
つ
い
て
指
導
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
学
区
の
見
直
し
に
つ

い
て
将
来
の
考
え
は

教
育
長　
子
供
の
出
生
数

を
基
に
児
童
生
徒

数
の
推
移
を
見
ま
す
と
、
六

戸
小
、
六
戸
中
は
、
令
和
7

年
度
ま
で
は
や
や
減
少
傾
向

と
な
り
、
開
知
小
は
横
ば
い

で
推
移
し
、
大
曲
小
は
令
和

5
年
度
ま
で
増
加
し
、
ピ
ー

ク
を
迎
え
そ
の
後
は
緩
や
か

に
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
七
百
中
は
令
和
7

年
度
ま
で
緩
や
か
に
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
現
時
点
で
の
学
区

の
見
直
し
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。問　

大
曲
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
改
修
と
拡
幅

の
考
え
は

教
育
長　
現
段
階
で
具
体

的
な
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
児
童
数
の
増
加

や
現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
況

を
考
え
ま
す
と
、
改
修
整
備

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡

幅
に
つ
い
て
は
、
本

来
西
側
の
沢
伝
い
を
埋
め
よ

う
か
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
の
場
所
は

鉱
さ
い
等
を
撤
去
し
た
後
に

埋
め
る
工
事
が
必
要
で
、
非

常
に
難
し
い
た
め
、
現
在
プ

ラ
ン
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
六

戸
の
大
き
な
教
育
の
課
題
と

捉
え
て
い
ま
す
。

八重咲きの桜の総称で、一重咲きの桜より豪華。兼六園の「菊桜」は花びらが300枚程で、大阪市  の造幣局の「桜の通り抜け」はカンザン（寒山）、フゲンソウ（普賢像）、ギョイコウ（御衣黄）などいろいろな桜で圧倒される。
開花時期は３～4月頃

当
町
の
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
は

全
国
平
均
を
下
回
る
教
科
も
―
教
育
長

小学校の授業風景
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新たな定住促進に出産祝い金を
現時点で実施予定はない ― 町長

問　
令
和
元
年
度
で
終
了

す
る
、
若
者
定
住
支
援

事
業
や
定
住
促
進
新
築
住
宅

建
設
補
助
の
今
後
の
計
画
は

町
長　
来
年
度
も
引
き
続

き
２
年
間
継
続
し
ま

す
。
補
助
の
条
件
や
補
助
金

額
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
内
容

で
実
施
し
ま
す
。

問　
定
住
促
進
事
業
の
ひ

と
つ
で
あ
る
子
育
て
支

援
に
、
出
産
祝
い
金
制
度
を

検
討
し
て
は

町
長　
現
在
実
施
し
て
い

る
施
策
で
人
口
増
加

傾
向
を
維
持
し
、
比
較
的
若

者
世
代
の
転
入
も
多
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
出
産
祝
い
金

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

種
たね

市
いち

 正
まさ

孝
たか

議員

今後の診療所運営方針は

早期発見・早期治療を担える医療を目指す ― 町長

問　
診
療
所
に
移
行
し
た

後
、
年
々
外
来
患
者
数

が
減
少
し
て
い
る
。
要
因
は

町
長　
町
中
心
地
域
の
人

口
減
少
、
高
齢
化
に

よ
る
施
設
入
所
や
入
院
が
要

因
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
診
療
所
に
は
入

院
病
床
が
な
い
た
め
、
他
の

市
町
村
病
院
へ
の
患
者
の
流

出
等
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
会
社
員
の
方
々
も
考

慮
し
、
現
在
週
一
で
行

な
わ
れ
て
い
る
、
夕
暮
れ
診

療
の
回
数
増
や
、
土
曜
日
の

半
日
診
療
は
で
き
な
い
か

診
療
所
事
務
長　
職
員
と
医

師
の
勤
務
時

間
や
、
職
員
体
制
を
加
味
し

な
が
ら
検
討
し
て
み
ま
す
。

問　
現
在
、
訪
問
看
護
は

診
療
所
の
か
か
り
つ
け

の
方
の
み
利
用
で
き
る
が
、

今
後
は
他
の
医
療
機
関
を
受

診
し
て
い
る
方
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
は

診
療
所
事
務
長　
現
状
で
は

診
療
所
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
の

で
、
診
療
所
か
か
り
つ
け
の

方
の
み
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
そ
う
い
う
方
向
性
に

向
か
っ
て
、
よ
り
地
域
の
方

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
入
院
業
務
を
休
止
し

て
い
る
中
、
外
来
患
者

数
減
少
の
中
で
の
、
今
後
の

診
療
所
運
営
方
針
は

町
長　
外
来
患
者
が
頭
打

ち
に
な
る
中
、
町
の

医
療
を
支
え
て
い
く
た
め
、

人
的
・
設
備
的
な
充
実
に
よ

り
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た

親
切
・
丁
寧
な
対
応
や
高
齢

な
患
者
へ
の
配
慮
、
待
ち
時

間
の
短
縮
等
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
し
た
各
種
検

査
機
器
等
の
活
用
に
よ
り
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
担
え
る
医
療
を
目
指
す

と
と
も
に
、
自
宅
で
の
療
養

の
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
中
心
的
地
域
医
療
を

担
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
診
療
所
の
総
合
的

な
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、

外
部
有
識
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
検
討
委
員
会
等
を
も

っ
て
意
見
の
集
約
を
行
い
な

が
ら
、
問
題
点
の
改
善
な
ど

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

トピックス
桜特集

八重咲きの桜の総称で、一重咲きの桜より豪華。兼六園の「菊桜」は花びらが300枚程で、大阪市  の造幣局の「桜の通り抜け」はカンザン（寒山）、フゲンソウ（普賢像）、ギョイコウ（御衣黄）などいろいろな桜で圧倒される。
開花時期は３～4月頃ヤエザクラ（八重桜）

３
月
に
更
新
さ
れ
た
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置
。
購
入
費
１
８
７
０
万
円



議会のウェブサイトでも確
認できます。詳しい日程や
内容はこちらから！

令和２年５月１日発行　12

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

寒い時期から咲く花で、別名ガンジツサクラ（元日桜）。品種はオオカンザクラ（大寒桜）、シュゼン  ジザクラ（修善寺桜）、カワツザクラ（河津桜）など伊豆半島が有名。開花時期は1～２月頃

 六戸町のブランド化の推進強化
 加工・販売などの販路拡大
 道の駅が情報発信場所として機能していない
 後継者不足
 農家の働き手不足
 就職先が少ない

危惧しているところ

 青果業と農協が連携し農産物を PR すべき
 特徴のある野菜の開発を手助けしてほしい
 金矢工業団地への加工施設の誘致
 宣伝になるような加工品、主力産業を商品化
 農業者と商業者の交流会
 旧苫米地家住宅の活用

農業と商業の連携

 農家の人たちが独自の販売網を作る
 関東中心に販売を探す
 スマート農業の導入
 道の駅の大型化
 空き土地・家の有効利用（ベンチャー企業誘致）
 六戸町をベッドタウン化、子育て世代への支援強化

将来の見通し

　この他にもたくさんの意見が出されました。委員会
ではさらに検討を重ね、みなさんの意見が町政に反映
されるように活動してまいります。今後さまざまな団
体、町民の方々と意見交換を行っていきます。その際
にはご協力のほどお願いいたします。

２月１５日、町内の農業者、商業者、観光協会の方々 １７名と委員６名で意見交換
会を開催しました。六戸町の産業振興について「危惧しているところ」、「農業と
商業の連携」、「将来の見通し」の３つのテーマごとに話し合いました。

六
戸
町
の
未
来
予
想

「
産
業
振
興
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に

産
業
民
生
常
任
委
員
会

議会においでください！
次回は６月5日に定例会を予定しています。

■問　議会事務局　☎55－4547

※状況によっては傍聴をご遠慮していただく場合もございます。



■　地域の良さを大人から子
ども達に伝える場、見守り
運動（校門でハイタッチ）
■　地域のお年寄りが大黒舞

を子ども達へ指導。老人ホ
ームの人と一緒に野菜作り。
■　子ども会運営、スポーツ、

環境整備、運動会手伝い、
地域と学校との繋がり。
■　学校の授業で取り入れ

る可能性（文化・芸能・道
具・凧・祭の神輿づくり）

■　親の送迎などの負担が大
きい。練習・試合・大会等
に町のバスを使えないか。

■　中体連ルール。六中と
七百中の統合で一つのチー
ム。部活数・部員数のＵＰ。

■　町スポーツ少年団の統合
した組織作り。指導者育成

（スポーツ協会の活用）
■　各部活・スポーツ少年団

の競技は、町内一団体に一
本化。

13　ろくのへ議会だより　No.104

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

熊
野
神
社
の
ラ
ジ
オ

体
操
も
早
5
年
。
毎
朝

の
6
・
７
人
の
メ
ン

バ
ー
の
最
近
の
話
題

は
、
舘
野
公
園
の
キ
ャ

ン
プ
場
で
キ
ャ
ン
プ
す

る
テ
ン
ト
の
数
で
あ
る
。

体
操
前
の
公
園
周
辺
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
確
認

す
る
の
だ
が
、
最
近
は
冬
で
も
キ
ャ
ン
プ
す

る
様
に
な
り
、
テ
ン
ト
の
屋
根
に
煙
突
が

立
っ
て
い
る
。
平
日
で
１
～
２
張
、
休
日
は

10
張
以
上
も
あ
っ
た
り
す
る
。

　

近
年
は
、
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
充
実
と
キ
ャ

ン
プ
・
ブ
ー
ム
の
再
来
な
の
か
、
１
人
や
２
、

３
人
単
位
で
テ
ン
ト
が
張
っ
て
あ
り
、
止
め

て
あ
る
車
は
青
森
・
岩
手
・
八
戸
ナ
ン
バ
ー

で
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
白
鳥
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
る
の
だ
。

　

舘
野
公
園
の
春
祭
り
の
行
事
も
、
温
暖
化

の
影
響
で
桜
開
花
期
間
が
早
く
な
り
、
中
止

と
な
っ
た
。
し
か
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
出
現
で
、
各
地
で
観
桜
会
等
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
が
発
表
さ
れ
、
町
お
こ
し
等
「
み
ん
な

で
集
ま
り
、
み
ん
な
で
一
緒
に
行
う
」
行
事

は
、
今
後
、
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
見
な
い
限

り
出
来
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

来
年
の
桜
が
咲
く
頃
に
は
、
皆
で
大
い
に

杯
を
上
げ
た
い
も
の
だ
と
祈
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
杉
山　

茂
夫
）

舘
野
公
園
の

新
し
い
楽
し
み
方

トピックス
桜特集

寒い時期から咲く花で、別名ガンジツサクラ（元日桜）。品種はオオカンザクラ（大寒桜）、シュゼン  ジザクラ（修善寺桜）、カワツザクラ（河津桜）など伊豆半島が有名。開花時期は1～２月頃カンザクラ（寒桜）

■　たての台・通目木地区は開知小へ移
動し、大曲・小松ケ丘地区を大曲小に。

■　小中学校の学区を無くし、原則自由
選択にすべし。（現在、特例あり）

■　大曲小は教室が狭いので大きい教室
が欲しい。小松ケ丘地区に小学校を。

■　六小から六中は、９年間一緒なので
小中一貫校？変化がなくリセットでき
ない。

■　今後10年間は、学区編成の必要はな
い。

■　開知小の生徒は少なく、部活が出来
ないが教育面では良い。もっとＰＲし
たら。

■　スクールバス運行を整備し、小学校
や中学校の統合を考える。

■　六中校舎の老朽化。六高を活用して
みては。

学区編成

総務常任委員会

部活とスポーツ少年団 コミュニティスクール

　2月8日、町内小中学校のＰＴＡ役員、
スポーツ少年団指導者、一般公募者と委員
会所属の議員６名が、「町民との意見交換
会」を開催しました。
　テーマのキーワードは「学区編成」、「部
活動」、「コミュニティスクール」の３つで、
町の学区別人口の推移を参考にして、意見
や問題点を模造紙に書き出していきました。
その一部を抜粋して紹介いたします。

「町の教育力を高める」をテーマに



町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

　今回は、天間ちや
さんと金渕マサさん
です。

町民
の声

　　

編
集
後
記

■発行日：令和２年5月1日　　■発行：六戸町議会　　　■編集：議会広報委員会
〒039－2392 青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字前谷地60　TEL：0176－55－4547 FAX：0176－55－3112　URL：http://www.town.rokunohe.aomori.jp

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
瞬

く
間
に
世
界
に
蔓
延
し
て
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
政

府
は
自
粛
要
請
を
行
い
、
六
戸

町
で
も
各
種
行
事
の
自
粛
や
小
、

中
学
校
も
臨
時
休
校
と
な
り
ま

し
た
。
幸
い
に
も
六
戸
町
で
は

今
の
と
こ
ろ
感
染
者
が
出
て
お

ら
ず
安
心
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
令
和
２
年
第
１
回

定
例
会
を
滞
り
な
く
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
予
算
規
模
は

昨
年
よ
り
は
縮
小
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
関
連
で
の
補
正
も

あ
り
得
る
か
と
思
い
ま
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
早
期
収
束
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
広
報
委
員
会
が
新
体
制
と
な

っ
て
１
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
に
議
会
の
出
来
事
を

的
確
に
伝
え
る
を
モ
ッ
ト
ー
に

議
会
だ
よ
り
を
編
集
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員　

川　
村　
重　
光

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
種
　
市
　
正
　
孝

副
委
員
長　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

委　
　

員　
川
　
村
　
重
　
光

杉
　
山
　
茂
　
夫

　
長
　
根
　
一
　
男

　
松
　
橋
　
一
　
男

発
行
責
任
者

議　
　

長　
川
　
村
　
重
　
光

■プロフィール（やまもと　ひで・かわむら　りさこ）
山本さんは通目木地区在住。旧十和田湖町出身。夫との２人暮らし。農協女性部に９年所属。
川村さんは川原新田在住。旧上北町出身。祖父母、夫、娘夫婦、孫の３世代８人暮らし。
お二人とも六戸へ嫁に来て ３０年。毎日忙しく生活している。

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は、V
ビック

icウー
マンの川村りさ子
さんと山本ヒデさ
んです。

町民
の声

川
村
り
さ
子
さ
ん
㊨

山
本
ヒ
デ
さ
ん
㊧

聞
き
手
　
種
市 

正
孝

盛
田 

嘉
彦

（

）

女
性
の
ち
か
ら

　
男
女
共
同
参
画
の
一
つ
と

し
て
こ
の
事
業
が
始
ま
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
知
事
が

言
う
に
は
、
や
は
り
お
母
さ

ん
の
力
は
偉
大
。

　
だ
か
ら
、
自
立
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
と

に
か
く
農
家
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
力
を
ひ
っ
そ
り
さ
せ
な

い
で
、
も
っ
と
広
め
て
行
け

る
よ
う
に
、
全
面
的
に
県
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
女
性
の

力
を
発
揮
で
き
る
場
を
作
ろ

う
と
い
う
の
が
、
Ｖ
ｉ
ｃ
ウ

ー
マ
ン
の
主
旨
だ
と
思
い
ま

す
。な

り
手
が
い
な
く
て

　
Ｖ
ｉ
ｃ
ウ
ー
マ
ン
の
対
象

者
は
、
当
初
農
業
者
だ
け
と

聞
い
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

農
家
だ
け
と
な
る
と
、
成
り

手
が
い
な
く
て
人
を
選
ぶ
の

が
大
変
な
の
で
、
最
近
は
農

業
者
の
ほ
か
に
、
加
工
品
を

作
っ
て
い
る
人
、
個
人
で
頑

張
っ
て
開
拓
し
て
お
店
に
置

い
て
も
ら
う
と
か
販
売
し
て

い
る
女
性
が
多
い
で
す
。

　
以
前
は
60
歳
で
定
年
で
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
成
り
手

が
少
な
く
て
最
近
の
定
年
は

65
歳
に
。
ま
だ
や
り
た
い
、

頑
張
り
た
い
と
い
う
人
は
70

歳
ま
で
や
れ
ま
す
。

　
六
戸
町
の
現
在
の
会
員
数

は
６
名
。
若
い
人
に
知
っ
て

も
ら
い
会
員
が
増
え
て
も
ら

え
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

今
年
は
六
戸
で
交
流

　
去
年
は
横
浜
町
で
、
地
域

の
交
流
会
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
７
月
に
六
戸
に

来
て
交
流
会
を
や
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
案
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
未
定
で
す
ね
。

　
ほ
か
に
は
、
講
習
会
の
案

内
が
き
ま
す
。
県
民
局
主
催

の
も
の
や
、
Ｖ
ｉ
ｃ
ウ
ー
マ

ン
の
会
員
個
人
が
主
催
し
た
、

地
元
な
ら
で
は
の
食
材
を
使

っ
て
の
簡
単
な
お
菓
子
作
り

等
。
行
け
る
と
き
は
行
こ
う

と
決
め
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

周
辺
地
域
の
人
た
ち
が
こ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
知

る
と
、
自
分
た
ち
に
も
刺
激

に
な
り
ま
す
。

今
日
よ
り
若
い
日
は
な
い

　
Ｖ
ｉ
ｃ
ウ
ー
マ
ン
は
女
性

を
農
業
で
進
出
さ
せ
て
、
生

き
が
い
を
あ
げ
よ
う
と
い
う

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
今
年
は
な
ん
の

野
菜
を
作
ろ
う
か
と
考
え
て
、

自
分
が
作
り
た
か
っ
た
野
菜

が
で
き
た
と
き
は
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。

　
年
齢
的
に
体
力
が
続
か
な

い
な
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま

す
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
や
り

た
い
こ
と
が
や
れ
る
よ
う
に

普
段
か
ら
運
動
し
た
り
、
頭

を
鍛
え
た
り
と
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
夢
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

　　　　　　　　　　Village Conductor Of Woman
の略称で地域のよりよい『農林水産業とくらし』を指揮
する女性リーダーを意味します。
　認定されると、県が開催する『経営・社会参画セミ
ナー』などへの参加により、スキルアップができるほか、
他の農村漁村で活躍する女性たちとの
交流ができ、人脈が広がります。


